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「5、日本遺産認定による市域一帯への積極的な集客・誘客

について」 

甲府市を含め山梨県の 6 市は「星降る中部高地の縄文世

界」の日本遺産に認定されました。2014 年 12 月議会でも  

中心市街地活性化を見据えた交流人口増化策についてでも

取り上げましたが、本市南部古代文化の薫る中道地区、曽

根丘陵一帯には、米倉山、七覚、寺尾、向山、上野原など

と言った、遠く 1 万年前からの縄文遺跡群から、2 千年前、

弥生時代の全国一の方形周溝墓群から始まり、畿内地方様

式の色濃くある古墳群などが見られる県内考古学基幹施設、

山梨県立考古博物館が甲府にあります。 

富士山へ向かって精進湖を目指せば、上九には星の降る

アウトドアで宿泊できる施設や、上九の湯を楽しみながら、

世界遺産の富士山へと向かう中道往還は「富士みち」と言

え、全てが素晴らしい甲府市のかけがえのない財産である

ことを述べさせて頂きました。 

開府 500 年、東京オリンピック開催を見据えれば、県外

や外国人観光客誘致に十分過ぎるほどのクールジャパンの



2 

 

数々だと思えてなりません。これら目を見張るほどの地域

財産と、中心市街地連携での観光資源、有用な財産をシェ

アし連携活用しない手はないものと考えます。 

この時の当局ご答弁も、政策パッケージに掲げられた 

市内観光拠点と舞鶴城公園及び中心市街地を連結した新た

な観光コースの開発、甲府駅から歩いていける範囲に点在

する観光スポットの魅力向上と、周遊コースの整備に努め

られるとのことでした。  

そこで質問します。日本遺産認定による周辺部地域連携

での甲府市全体の活性化と、各地域にある目を見張るほど

の地域財産と、中心市街地連携での観光有用資源、有用財

産のシェア、連携活用について、今後に向け当局の御見解

を伺います。   
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「日本遺産認定による市域一帯への積極的な集客・誘客に

ついて」 

〇 答弁者 中村 好伸 企画部長 

過日、地域の有形、無形文化財をテーマでまとめて魅力

を発信する「日本遺産」の認定結果が文化庁から公表され、

山梨県では初めて２件の認定を受けました。 

そのうち「星降る中部高地の縄文世界～数千年を遡る黒

曜石と縄文人に出会う旅～」は、本市南部にある山梨県立

考古博物館に構成文化財が所蔵されており、「歴史物語」を

重点テーマの一つとしてまちづくりを進めていく本市とし

ては、地域の歴史や文化を国内外にアピールできるチャン

スを得たものと、考えております。 

本市ではこれまでも、交流人口の増加に向けて、市内観

光スポットはもとより、戦国時代を縁とする市外県外の自

治体とも連携し、広域での周遊の促進にも努めてきたとこ

ろであります。 

また、リニア時代を見据えたまちづくりの方向性を示し

た「甲府市リニア活用基本構想」におきましても、本市の
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在住する古代から近代までの多様な歴史資源を有効に活用

し、各スポットを回遊するメニュー開発が位置付けられて

おりますことから、今回の日本遺産認定も本市の魅力を発

信する歴史資源の一つとして活用しながら、国内外からの

誘客を促進し、地域全体の活性化に繋げてまいりたいと考

えております。 

 

〇再登壇により要望 佐野 弘仁 

ご答弁を頂きましてありがとうございました。 

本定例会では他の議員の方からも北部地域の観光に拠る

交流人口増へ向けたアプローチについて述べられておりま

したが、甲府市の財政を下支えするための大事な観光施策

としての交流人口増加策となりますので、推進のほど、  

どうかよろしくお願いをいたしたいと思います。 

今回の日本遺産認定に拠る観光開発について、もう少し

述べれば、国の認定を活かした主管の県との連携により、

考古ツーリズムとも言う様な形で、甲府市中心街と県立考

古博物館との連携など。隣接する風土記の丘農産物直売所
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を中心とした遺跡の点在する中道町は、県外観光客利用の

交通結節点である中央道南インターチェンジから、上九一

色までの南部中山間地域一帯を含めた観光開発の一層の充

実が図られるようにお願いをしたいと思います。 

何れに致しましても、甲府市には目を見張る様な有用財

産や四季折々の美しい景観を合わせ、これを活かさない手

は無いものだと考えますので、今後共にどうかよろしくお

願いいたします。 

以上を持ちまして本 6 月議会 5 問につきまして全てにつ

いて閉じさせて頂きます。ご清聴感謝申し上げます、あり

がとうございました。 


